
   

  

  

 

 

 

人が喜ぶことはどんどんしよう！【人のために自ら進んで】    

副校長 笹河悦郎 

 ２学期の始め、１年生の授業を見に行った時のことです。生活科で折り紙を折っていまし

た。一人の子が、「副校長先生、これあげる。」と手裏剣の折り紙をくれました。私が、「う

れしいな！ありがとう。」と喜ぶと、その子も照れくさそうに、うれしそうに笑います。す

ると、次々と「副校長先生…これ…」と数名の子が、折り紙をくれるのです。その都度、子

供と私の「笑顔」と「ありがとう」の交流が生まれます。こういった日々の子供とのやり取

り、互いに喜び合える時間が、私にとっては幸せなひと時です。 

 担任時代によく子供たちに話したことは「自分がされて嫌なことは他人にしないこと。そ

して、自分がされてうれしいことは、他人にもどんどんしてあげよう。」ということでした。 

私は、平成２１年度から２３年度まで、ミャンマーという国の日本人学校に赴任していま

した。赴任当初、家財道具を購入するために、街に車で出かけていきました。椅子を２脚購

入し、車のトランクに四苦八苦して詰め込んでいる時です。どこからともなく、若い男の子

が二人やってきて、何も言わず、せっせと積み込みを手伝ってくれたのです。最後に紐をど

こかから見つけてきて、トランクを固定してくれました。頭を下げる私に、その若者は「笑

顔」で手を振り、行ってしまいました。感動した私は、学校に戻ってミャンマー人スタッフ

にこの話を興奮気味に話しました。すると、彼ら曰く、「それは、当たり前」なのだそうで

す。「人に喜んでもらえることがうれしい。」「お役に立つ人になりたい。」という風土がもと

もと国民性として備わっているとのことでした。実際、３年間暮らしてきて、そういった親

切に出くわす機会が何度もありました。そういうお国柄を日本も見習いたいなあと思ったも

のでした。 

先月行われた「学芸会」の会場準備の際、６年生が本当によく働きました。片付けの際は、

５年生が一生懸命働いてくれました。今年七小に着任した３年担任の押見先生が、「こんな

によく働く高学年は見たことない。素晴らしいですね。」とほめていたほどです。指示され

るだけでなく、自分から仕事を見つけて上手に動いていた子も多数いました。こういうこと

が自然と、当たり前のこととしてできる高学年のいる第七小学校は、本

当に素晴らしい学校だと自負しています。下学年の子供たちもお兄さん、

お姉さんのそういう姿を見て成長します。子供たちはこれからもきっと、

至る所で活躍してくれるでしょう。 

「人のために働ける。」「人に喜んでもらえる行動がとれる自分になる。」

ことに価値を見いだせる子供たちを、これからも教職員一同、力を合わ

せて育んでいきたいと思います。 

平成２７年１０月３０日 
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＊＊＊＊＊１１月の行事予定＊＊＊＊＊ 

日・曜日 １１月行事予定 

２日（月） 

３日（火） 

４日（水） 

５日（木） 

６日（金） 

９日（月） 

１０日（火） 

１１日（水） 

１３日（金） 

１６日（月） 

２１日（土） 

２３日（月） 

２５日（水） 

２６日（木） 

３０日（月） 

委員会活動 PTA運営委 

㊗文化の日 

午前授業（研究会のため） 

あいさつ運動 個人面談（５時間授業） 

あいさつ運動 個人面談（５時間授業） 

落ち葉拾い月間始 １,２年遠足 クラブ活動 

避難訓練 

午前授業（研究授業のため、３年１組は５時間授業） 

４年校外学習（プラネタリウム） 

クラブ活動 （１,２年遠足予備日） 

学校公開、七小わくわく発表会 

㊗勤労感謝の日 

１年校外学習（給食センター） たてわり遊び 

短なわ月間始 １,２年校外学習（桜守） ５年社会科見学 

委員会活動 

 

３年生の学習の様子              ３年担任 

３年生になって始まった理科、社会科、総合的な学習の時間(七小タイム)、習字…ど

れも目を輝かせて取り組んでいます。習字では、筆づかいに気をつけ真剣に書く姿が見

られます。社会科では、スーパーマーケットの裏側を見せていただき、社会科見学なら

ではの体験もすることができました。七小タイムでは、わくわく発表会に向けて準備を

進めています。調べてみたい国立市内や地域の施設を訪ね、見学やインタビューなどに

もとても意欲的です。ぜひ、発表を見にきてください。 


